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は　じ　め　に

　白山及びその周辺部に生息するコウモリ類については，これまで，北国新聞社編「白山」（1962），

沢田（1976）,水野（1978）により,3属４種が報告されている。しかし，森林棲コウモリについては，

ほとんど調査報告がないといってよいであろう。筆者らは1979～1980年の夏期. 10数回にわたり，主

に森林棲コウモリの採集を目的とした調査をおこなった。また同時に，情報の収集もおこない，若干

の知見を得ることができたので，ここに合わせて報告をする。

　本稿を草するに当たり，調査のきっかけを作っていただき，いろいろと御指導下さった岩手県在住

の遠藤公男氏はじめ，貴重な標本や情報を提供して下さった，吉野谷中学校教諭真野哲三氏，白山自

然保護センター野崎英吉氏，また調査に御協力いただいた金沢大学理学部生物学科生態研究室の方々

に，厚くお礼申し上げる。

調査地域と方法

　調査地域は図lに示すとおり，白山の石川県側の手取川の支流である瀬波川，尾添川及び牛首川に

沿った,標高300～1000 mの山地帯である。植生は低地ではコナラ，ミズナラ林とスギ植林地であり，

高地はブナ林である。

　調査方法については,聞き込みによる情報収集のほか,森林内では,樹間にカスミ網を張り, 隠道・

コンクリート通路については，直接中に入って，種の確認，または捕獲をおこなった。

結　　　　　果

　調査により,下記の通り森林棲・洞窟棲をあわせて４属７種が確認され，これまでに白山地域で確認

されたコウモリ類は，計6属9種となった。なお，採集した個体の外部計測値は，表１に示したとお

りである。
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キクガシラコウモリ科RHINOLOPHIDAE

ヒナコウモリ科VESPERTILIONIDAE

註1）＊は採集個体，他は視察による

註２）（　）は資料提供者を示す
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　キクガシラコウモリ，コキクガシラコウモリ，モモジロコウモリの３種は，全国の洞窟・廃坑のほ

か,古家屋・石垣にも広く生息する普通種である。中でもキクガシラコウモリは白山地域においても，

今回その繁殖地が確認され，山麓部のあまり人の利用しない隧道，コンクリート通路などを中心に，

かなり広く分布するものと思われる。

　シナノホオヒゲコウモリは，本州（岩手，長野，埼玉，山梨，三重等）の山地の森林から知られる。

今回は

3個体が,いずれもブナ林において，カスミ網で捕獲された。なお，とのうち２個体は，頭胴長

及び前腕長が短いが(表

1）耳珠の形態，踵骨後葉，尾骨の尾膜からの突出，頭骨の顔面率から本種

であると同定した。

　カグヤコウモリも，山地の森林に生息する種で，本邦では，北海道・本州中部以北（青森，岩手，

長野，山梨，埼玉）から報告がある。今回の調査では，いずれも登山センターの水銀灯に集まる昆虫



佐野・上馬：白山地域に生息する翼手類

類を，捕食するために飛来したところをカスミ網で捕獲した。　これ以外にも同場所で，本種と思われ

る個体を目撃しており，この水銀灯付近が採餌場となっていたようである。

　ウサギコウモリ，テングコウモリは,ともに山地の樹洞・洞窟・廃坑に生息し,前者は主に北海道，

本州中部以北，後者は本州と九州から知られる。特にテングコウモリについては，白山地域でも採集

例が多く，森林や建造物内に比較的広く分布するものと思われる。

　なお今回の調査では，アブラコウモリPipistrellusabramus TEMMINCK は，山間部の集落での生息

が予想されながら，確認するに至らなかった。

　今後は，調査地点・期間を拡げて調査を継続してゆくことにより，白山地域の翼手類相を明らかに

していく予定である。
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Summary

Bats were collectedin the mountain districtat altitudesof 300 to 1000 meters in the

Hakusan region from 1979 to 1980. Seven species belonging to four genera were identified.

Among them fivespecies,Myotis macrodactylttsTEMMINCK, Myotis hosonoi IMAIZUMI, Myotis

fraterG. M. ALLEN, Plecotus auritus LINNAEUS and Murina leucogasterMlLNE-EDWARDS,

from thisregion were newly recorded.
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図　　版

1　Murina leucogasterテングコウモリ

　　吉野谷村中宮産（4－Ⅷ－1979）

2　Myotisfrater カグヤコウモリ

　　白峰村市ノ瀬産（30－Ⅷ－1979）

３　Myotis hosonoi シナノホオヒゲコウモリ

　　白峰村六万山産（24－Ⅷ－1979）

４　Plecotusauritus ウサギコウモリ

　　尾口村三ツ又産（26－Ｖ－1979）
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